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○宮古島市地産地消振興センターの設置及び管理に関する条例施行規則 

令和６年３月27日 

規則第９号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、宮古島市地産地消振興センターの設置及び管理に関する

条例（令和６年宮古島市条例第３号。以下「条例」という。）の施行につい

て必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この規則において使用する用語の意義は、条例で規定する用語の例に

よる。 

（利用及び入居の許可申請） 

第３条 条例第８条第１項の規定により、宮古島市地産地消振興センター（以

下「センター」という。）の利用又は入居を希望する者は、宮古島市地産地

消振興センター利用・入居申請書（様式第１号）に次に掲げる書類を添えて

市長に提出しなければならない。 

(1) 事業計画書（様式第２号） 

(2) 企業等概要書（様式第３号） 

(3) 法人にあっては登記事項証明書及び定款、個人にあっては住民票の写し 

(4) 法人にあっては直近３年分の決算関係書類、個人にあっては直近３年分

の所得税の青色申告書の写し又は所得の状況が分かる書類。ただし、創業

１年未満のものについては、省略することができる。 

(5) 市税等の納税証明書 

(6) その他市長が必要と認める書類 

（利用及び入居の許可等） 

第４条 市長は、前条の申請書の提出を受けたときは、利用又は入居の可否を

決定し、当該申請を行った者に対し、宮古島市地産地消振興センター利用・

入居許可（不許可）通知書（様式第４号）によりその旨を通知するものとす

る。 

（入居期間の延長） 
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第５条 前条の規定により許可を受けた入居者が、当該入居期間を延長しよう

とするときは、当該入居期間が満了する日の３か月前までに、宮古島市地産

地消振興センター入居期間延長申請書（様式第５号）に必要な書類を添付し

て市長に提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の申請書の提出を受けたときは、入居期間の延長の可否を決

定し、当該申請を行った者に対し、宮古島市地産地消振興センター入居期間

延長許可（不許可）通知書（様式第６号）によりその旨を通知するものとす

る。 

（事業の報告） 

第６条 入居者は、事業年度（毎年４月１日から３月31日までの期間をいう。）

終了後２週間以内に、宮古島市地産地消振興センター活用事業実績報告書（様

式第７号）を市長に提出しなければならない。 

（入居許可の変更等） 

第７条 入居者は、許可を受けた事項を変更し、又は取り消そうとするときは、

宮古島市地産地消振興センター入居許可事項変更承認申請書（様式第８号）

により遅滞なく市長に提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の申請書の提出を受けたときは、入居許可事項の変更の可否

を決定し、当該申請を行った入居者に対し、宮古島市地産地消振興センター

入居許可事項変更承認（不承認）通知書（様式第９号）によりその旨を通知

するものとする。 

（使用料の還付の申請） 

第８条 入居者は、条例第11条ただし書の規定により使用料の全部又は一部の

還付を受けようとするときは、当該事由が生じた後、宮古島市地産地消振興

センター使用料等還付申請書（様式第10号）を速やかに市長に提出しなけれ

ばならない。 

２ 条例第11条ただし書の規定による使用料の還付の額は、次の各号に掲げる

区分に応じ、当該各号に定める額とする。 

(1) 災害その他入居者の責めに帰することができない理由により使用でき

なくなったとき 未使用日に相当する使用料の全額 
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(2) 前号に掲げるもののほか、特別な理由により市長が還付する必要がある

と認めるとき 市長が認める額 

（入居及び利用許可の取消し） 

第９条 市長は、条例第17条の規定により許可の取り消し等を行おうとすると

きは、宮古島市地産地消振興センター入居等許可取消（一時停止・変更）通

知書（様式第11号）により通知するものとする。 

（届出） 

第10条 入居者は、次の各号のいずれかに該当するときは、速やかに市長にそ

の旨を届け出なければならない。 

(1) 住所又は氏名に変更があったとき及び法人にあってはその主たる事務

所の所在地、名称又は代表者の氏名に変更があったとき。 

(2) 入居スペースの使用を15日以上休止しようとするとき。 

(3) センターの建物及び設備を汚損し、損傷し、又は滅失したとき。 

（入居スペースの退去） 

第11条 入居者は、入居スペースを退去しようとするときは、退去しようとす

る日の３か月前までに宮古島市地産地消振興センター退去届出書（様式第12

号）を市長に提出しなければならない。 

（遵守事項） 

第12条 入居者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) 入居許可を受けた入居スペースに第三者を同居させること及び入居者

以外の在室名義を表示することをしないこと。 

(2) 入居スペースを居住の目的で使用しないこと。 

(3) 入居許可を受けたスペース以外の共有部分に物品等を放置し、又はこれ

を専有使用しないこと。 

(4) 許可なくセンターの敷地に工作物を設置しないこと。 

(5) 許可なくセンターの敷地に看板その他の広告物を設置し、又は掲示しな

いこと。 

(6) 許可なくセンターの敷地を改変しないこと。 

(7) 許可なくセンターにおいて火薬その他の危険物の製造、持込み又は保管
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をしないこと。 

(8) センターにおいて近隣に迷惑をかけるおそれがあるような悪臭を放つ

物品等の製造又は保管をしないこと。 

(9) センターにおいて動物を飼育しないこと。 

(10) その他管理運営に関し市長が指示する事項 

２ 利用者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) 許可を受けていない施設内エリアに出入りしないこと。 

(2) センターの建物又は附属設備を損傷し、又は汚損しないこと。 

(3) 他の利用者に危害又は迷惑を及ぼす行為をしないこと。 

(4) 所定の場所以外で喫煙及び火気の使用をしないこと。 

(5) その他管理運営に関し市長が指示する事項 

３ 市長は、前２項各号に掲げる事項を遵守しない利用者に対して、センター

への立入りを拒否し、又は退出を命ずることができる。 

（補則） 

第13条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、令和６年７月１日から施行する。ただし、次項の規定は、公

布の日から施行する。 

（準備行為） 

２ 第３条に規定する利用又は入居の申請を行おうとする者は、この規則の施

行前においても、その申請を行うことができる。 
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様式第１号（第３条関係） 

様式第２号（第３条関係） 

様式第３号（第３条関係） 

様式第４号（第４条関係） 

様式第５号（第５条関係） 

様式第６号（第５条関係） 

様式第７号（第６条関係） 

様式第８号（第７条関係） 

様式第９号（第７条関係） 

様式第10号（第８条関係） 

様式第11号（第９条関係） 

様式第12号（第11条関係） 

 


